
保田ɿ本日は社外監査役のお三方とࢲ、
保田で日工のガバナンスや内部統制につ
いて話し合いたいと思います。当社は監
査役会設置会社ですが、社外監査役から
見て日工の統治形態についてどのように
感じておられますかʁ

貞苅ɿ取締役と監査役では業務執行をモ
ニタリングする視点が異なっています。監
査の質という点においては、取締役会と
監査役会の二層構造が有効ではないか
と感じています。将来、企業規模が拡大し
事業構造が広がれば࠶考の༨地はある
と思います。

福井ɿ公認会計士という仕事ฑ、さまざ
まな企業とお付き合いしておりますが、
大半の取締役は業務執行役を兼任され、
アクセルとブレーキの役目を一人で担わ
れておられます。業務執行兼任の取締役
が多数派である取締役会においては、ブ
レーキ役を担う監査役及び監査役会の
果たす役割は大きいと思います。

大田ɿ当社では業務執行のプロである取
締役、その取締役の執行を監視・監ಜす
る監査役が機能し、取締役会において
活発な議࿦、運営がなされていると感じ
ております。

保田ɿ近年、取締役会の独立性を高める
ため任意の指名・報ु委員会を設置し
て社外役員が関༩する他社事例が増え

取締役会のಠ立性と実ޮ性 ています。当社においても導入を検討し
ておりますが、皆様のお考えをお聞かせ
ください。

貞苅ɿ指名・報ु委員会を機能させるに
は、社外役員への後継候補者の人事情報
の提供や報ु決定の前提であるධ価制
度の透明性を高める必要があります。
委員会を設置すれば、そうした体制整備
が進むということも有り得るので、さらに
議࿦する必要がありますね。

福井ɿ日工の取締役会においては5名の
社外役員が出席しており、その比率は4割
以上です。社内ঢ進を前提にすれば後継
候補者は皆社外の厳しい؟にࡽされます
し、日工には社外役員が੠を上げ易い文
化が根付いています。一方で、その実情を
ステークホルダーにどう理解していただ
くかについては工෉が必要だと感じます。

保田ɿ当社では社長と社外役員5名によ
る定例会議を実施して、社外役員のご意
見を積極的にټみ上げる努力をしており
ます。これまで出席されてどのように感じ
ておられますか。

大田ɿ会社を見る場合に代表取締役の人
間性を重視しています。その意味で社長
とじっくり意見交換ができる機会はとて
もو重です。

福井ɿ社長が内部統制の根幹である「統
制環境」の体現者であるかどうかに注目
しています。トップが高い透明性と݈全な

運営が重要であるとのง囲気をৢし出さ
ないと実効性は担保されません。

貞苅ɿ昨年度は我々社外監査役̏名に加
えて௰社長も新任であったので、討議が
十分深まらなかった点もあったかと感じ
ますが、今年はお互い２年目なのでもっ
と౿み込んだ議࿦が出来るのではないか
と期待しています。

保田ɿ取締役会の独立性に加えて多様性
も求められています。当社としても現状に
満足している訳ではなく、次のステップへ
の移行は必要だと認識しておりますが、
どのようにお考えでしΐうかʁ

福井ɿ意思決定機関における多様性は必
要です。多様性はॊೈ性であり、それͧれ
の優れているところが掛け合わさってこ
そ最善の経営൑அができます。スキル面
の多様性は進んでいるので、中長期的視
野で性別、国籍、年齢などの多様性確保
に取り組まれることを期待しています。

貞苅ɿ当社は中国で実績を積み、タイへ
の進出を果たしました。成長のために
は更に海外市場を開拓する必要があり
ます。現地で働く外国人従業員との一
体感を保つために優秀な外国人管理
者が必要です。女性の登用についても
単に数合わせではなく、キャリアパスの
なかで経ݧを積んでもらい管理職予備
人材を拡充することが重要です。支ԉ
制度が未整備であればそこは見直して
໯いたいと思います。

大田ɿ製造業で長く海外勤務をした経ݧ
に基づいた実感ですが、進出した国の෩
土や文化を理解したうえで事業を成ޭさ
せることが重要です。その第一าは多様
性を受容することだと思います。

保田ɿご指ఠ有難うございます。当社では
取締役会の実効性を向上させるために
自ݾධ価アンケートを実施しております。
実効性の確保についてご意見をお聞か
せください。

大田ɿ取締役会の実効性の根幹は、経営
൑அに至るプロセス管理がしっかりでき
ているかどうかではないかと思います。不
঵事が起きた組織では第三者委員会が
設置され、決議に至った৹議の内容がۛ
味されますが、事後検証に଱え得るかと
いう視点を持って৹議に加わるよう心ݒ
けています。

貞苅ɿධ価結果の検証については、前回
比でスコアが改善したといったධ価に留
まることなく、ந出された課題について対
応策を確認する必要があります。9月に予
定されている社長・社外役員会議で議࿦
を深めたいと考えています。

福井ɿब任１年目でまだ理解がઙいと
ころもありますが、フレッシュな視点で
ධ価することができたのかなとも感じ
ます。社外役員はしがらみが少ないの
で、遠慮することなく回౴することで実
効性向上に貢献できるのではないかと
思っています。

内部౷੍の੔උと監査活ಈ

保田ɿご意見有難うございます。自ݾධ価
アンケートでந出された課題については、
次回の社長・社外役員会議でسጨの無い
ご意見を頂ଷしたいと思います。次に株
主をはじめステークホルダーが期待する
監査役の役割についてお聞きします。

貞苅ɿ監査役はकりのガバナンスを担う
ことになりますが、当社の企業文化はक
りには強いけれど果அなリスクテークに
課題があるように感じます。݈ 全な財務
基盤をいかに将来の成長につなげるかと
いう視点で果அな経営൑அができている
かどうかについても意見を申し述べたい
と考えています。

大田ɿ社外監査役の最大の利点は他社の
事例を知っていることだと思います。監査
機能が݈全であるかどうかは社内の方々
だけでは൑然としないのではないでしΐ
うか。これまでの他社での経ݧを౿まえ
て日工の監査活動や機能を相対化出来
れば、弱点や課題も見えてきます。

福井ɿそれͧれキャリアの異なる我々̏
名の社外での知見と保田常任監査役が
熟知されている社内情報をࡲり合わせれ
ば݈全な監査機能が果たせるものと考え
ています。

保田ɿ日工プロパーとして営業部門を中
心にาまさせていただきましたので、当
社固有のリスクは理解しているつもりで
す。社内情報の収集に制約のある社外役
員の方々にバッドニュースも含めてつま
びらかにご報ࠂし、経営の透明性・客観
性を担保することがステークホルダーか
ら期待されていると؊に໏じております。
日工の三様監査の実情はどのように見て
おられますかʁ

福井ɿ常任監査役の保田さんは内部監査
部門とصを並べてお仕事されており、情
報連携や意思ૄ通に問題は無いと感じて
います。会計監査人からの監査役への報
会は年̑回以上設定され、現場の監査ࠂ
から得たو重な情報や意見を確認してい
ます。

貞苅ɿࢲも内部監査部門、会計監査人と
の連携は機能していると思います。強い
て課題を挙げれば内部監査室や内部統
制室の人的リソースが少ないと感じます。
内部監査や内部統制に精通した人材が
能力を発شすべき職場やポジションは広
がっているので若手社員にもͥひこの部
門で経ݧを積んで໯いたいですね。

保田ɿو重なご意見有難うございます。当
社では上海に続いてバンコクに販売・
メンテナンス子会社及び製造子会社を立
ち上げました。海外の現地法人に対する
内部統制や内部監査を強化する必要が
あり、社外監査役にも海外子会社のԟ査
に携わっていただきたいと考えておりま
すが、どのような視点が重要でしΐうかʁ

大田ɿメーカーの現地法人に本社から派
遣される人材はຆどが販売か製造ാで、

財務や経理に不案内であったため現地
子会社の不正会計を見ൈけなかった事
例は多く存在します。不正や不঵事の過
去事例に学ぶこと、現地ற在員が感じた

「あれ、おかしいな」が早いஈ֊で本社の
内部監査部門や監査役に報ࠂされること
が重要です。

福井ɿ海外子会社の内部統制には੬弱性
があります。本社のݗ制が行き届かない
という前提で内部監査部門、会計監査人
と監査役会の緊密な連携が必要です。一
定のコストをかけてでもしっかり監査す
べきだと思います。

企業理念と内部౷੍

保田ɿ当社の企業ݑষには行動規範が
定められており、役員・従業員全員が全
てのステークホルダーのްい信頼を得
て、社会的責任を果たすように求めてお
ります。企業理೦のਁ透と内部統制の整
備についてどのようにお考えでしΐうかʁ

貞苅ɿ当社の先人の知ܙが٧まった企業
ষはとてもよく出来ており形は整ってݑ
いると思います。「社会から認められるた
めには不正はڐされない」というࠢが込
められているかどうかが大切です。

福井ɿ自律した一人ひとりの行動が日工
グループの社会的信頼を築くので企業理
೦のਁ透と内部統制の実効性向上は強
い結び付きがあると思います。

大田ɿ利益かコンプライアンスかと問わ
れた場合はコンプライアンスだと明言
できる企業文化が大切です。不঵事を
起こした企業では過৒な利益追求のプ
レッシャーがあった場合が多いので他
社の不঵事事例を反面教ࢣとして学び、
日工独自の企業理೦や行動規範のਁ透
に注力すべきです。

保田ɿ社外監査役の皆様に日工のガバ
ナンスや内部統制についてޠり合って
いただきました。社内だけの視点では気
付き難いご指ఠも多く頂ଷしましたの
で大変参考になりました。引き続き執行
サイドのഎ中を押しつつ厳密な監査・監
ಜを遂行しステークホルダーの負託に
応えて参ります。本日はごڠ力有難うご
ざいました。

経営の執行を監ಜする取締役会を監査する
日工グループ「最後のࡆ」である監査役4名に取締役会の独立性と実効性、
内部統制の整備と監査活動、企業理೦と内部統制について
お話しを伺いました。

˔実施日：2020年̔月6日 ˔実施場所：本社会議室（ฌ庫県明石市） ˞広い会議室で万全な感染症対策を行って実施しました。

貞苅 茂（社外） 大田 直樹（社外） 福井 剛（社外） 保田 信高（常任）

監査役࠲談会
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